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１）諸国産物見立相撲（江戸後期、特産物の
番付表）

【勧進元】京羽二重【差添人】伊勢鯨
【大関】 松前昆布(陸奥）、鰹節(土佐）
【関脇】 最上紅花(出羽）、藍玉(阿波）
【小結】 伊吹艾（近江）、宇治茶(山城）

２）見立番付とは
・相撲の番付にならい、様々な事物に序列

を付けた一覧表
・江戸期から明治期にかけて一枚刷りの読

み物として人気があった

３）特産物以外の番付表
・名所、寺社、温泉、祭礼、料理、長者等

４）背景
・江戸三百藩の産業振興・特産物開発競争
・旅文化の発展、など
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１ 北海道

２ 京都府

３ 沖縄県

４ 東京都

５ 大阪府

６ 神奈川県

７ 福岡県

８ 奈良県

９ 長崎県

10 石川県
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38 滋賀県

39 島根県

40 栃木県

41 徳島県

42 鳥取県

43 山口県

44 群馬県

45 埼玉県

46 茨城県

47 佐賀県
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1 札幌市(北海道)

2 京都市(京都府）

3 函館市(北海道）

4 横浜市(神奈川県）

5 小樽市(北海道）

6 神戸市(兵庫県）

7 鎌倉市(神奈川県）

8 金沢市(石川県)

9 那覇市(沖縄県）

10 石垣市(沖縄県）

１）都道府県(上位・下位 各10自治体) 2)市区町村(上位10自治体）

出典：地域ブランド調査2022(地域ブランド総合研究所)



͏-͍ʽ ӽУжрЖΥ ήϦϥ͐νχ ὂˢζχ͍ˣ

１）地域経済の再生・活性化（地域創生）

・人口減少、高齢化の進展

・国、自治体の財政難

２）ふるさと納税への対応

・自治体間競争、格差(勝ち組、負け組）の拡大懸念

・地場産業（特産物等＝返礼品）の育成、ファン作り
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３）観光立国への対応
・交流人口増による域外需要取り込み
・着地型観光の定着、浸透
・オーバーツーリズムの是正（地方への誘導）
・高付加価値旅行者（富裕層）の誘致

４）関係人口づくりへの対応
・「関係人口＝観光でもなく、移住でもない人たち」の取り込み
・働き方の多様化（リモートワーク、ワーケーションなど）
・暮らし方の多様化（二拠点居住など）
・余暇の多様化（農林漁業体験、ボランティアなど）
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地域ブランド

特産物・サービス

ブランド
食ブランド

歴史・文化ブラン

ド
環境ブランド

（統合ブランド）

（個別ブランド※）(個別ブランド※）

１）地域のイメージや価値を象徴的に表すもの
２）複数の個別ブランドを束ねる統合ブランド
３）地名（地域名）がその役割を担う

（※個別ブランド：持てる地域資源から生み出されるブランド）
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金沢

加賀友禅、金沢箔

加賀野菜、加賀棒茶

近江町市場

湯涌温泉

加賀料理

日本三大菓子処

金沢おでん

金沢カレー

金沢城、加賀宝生

長町武家屋敷跡

三大茶屋街

金沢21世紀美術館

兼六園

犀川、浅野川

金沢用水

(特産物・サービスブ
ランド）

（食ブランド） (歴史・文化ブランド） (環境ブランド）

（地域ブランド）

１）石川県の県都、人口46万人
２）加賀百万石の城下町
３）豊かで良質な地域資源を持つ

日本屈指の地域ブランド
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都城

芋焼酎(黒霧島、赤霧島など）

宮崎牛、黒豚、地鶏

焼酎の里霧島ファクトリー

ガーデン

チキン南蛮カレー 都城島津邸
霧島裂罅水

高千穂牧場

(特産物・サービスブランド） （食ブランド） (歴史・文化ブランド） (環境ブランド）

（地域ブランド）

１）宮崎県第２の都市(人口16万人）、旧薩摩藩領
２）産業は農・畜産業、酒造業が主体
３）ふるさと納税全国第１位(R4年196億円）
４）一点突破戦略（芋焼酎＆宮崎牛）
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大洲

柑橘類、おおず繭

愛姫牛、志ぐれ(和菓

子）

いもたき(郷土料理)

NIPPONIA HOTEL 大洲城下町

(古民家分散型ホテル)

大洲城キャッスルステイ

鵜飼い、小薮温泉

大洲城、臥龍山荘

おはなはん通り(歴史的

町並み)

長浜大橋

肱川

肱川あらし(雲

海)

青島

(特産物・食ブランド） （サービスブランド） (歴史・文化ブランド） (環境ブランド）

（地域ブランド）

１）愛媛県南予地方の城下町（大洲藩６万石）、人口４万人
２）産業は農畜産・林業が中心
３）歴史的資源を積極的に活用（観る文化財から利用する文化財へ）
４）古民家分散型ホテルや大洲城キャッスルステイ(55万円/ 人・泊)で観光ブランド力向上へ
５）「世界の持続的な観光地」文化・伝統保全の部で世界１位（2022年）
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丹波篠山

黒大豆、黒枝豆

丹波栗、丹波茶

丹波焼(六古窯）

集落丸山(空き農家再生宿）

篠山城下町NIPPONIA（古民家

分散型ホテル）

ぼたん鍋、黒豆スイーツ

篠山城跡

重伝建地区(城下町、宿

場町・農村集落）

デカンショ節

丹波霧

丹波雲海

棚田

(特産物ブランド） （サービス・食ブランド） (歴史・文化ブランド） (環境ブランド）

（地域ブランド）

１）兵庫県中東部に位置する城下町(篠山藩6万石）、人口4万人
２）産業は盆地の特性を活かした農業が中心
３）特産物のブランド力強化のため市名変更（R元年、篠山市→丹波篠山市）
４）歴史的町並みや限界集落の活用、古民家(空き家)再生で観光ブランド力向上へ
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梼原

四万十川源流棚田米

木材

木質ペレット

森林セラピー基地

棚田オーナー制度(全国第

1号）

キジ料理

隈研吾建築作品群

ゆすはら座(芝居小屋)

神楽、茶堂

屋根付木橋、沈下橋

神在居千枚田

四国カルスト

森林認証(FSC) 

環境モデル都市

(特産物ブランド） （サービス・食ブランド） (歴史・文化ブランド） (環境ブランド）

（地域ブランド）

１）高知県西部の山間部に立地(最大標高1,455m)、人口３千人
２）面積の９割が森林で林業が中心、キャッチコピー「雲の上の町」「山奥なのに、洗練。」 
３）重要文化的景観（四万十川上流域の山村と棚田)に選定
４）地元産木材を使い、景観に溶け込んだ隈研吾建築作品群(既存５棟+ 改築中１棟)
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帯広（十勝）

畑作物(小麦、馬鈴薯等)

乳製品(ラクレット等）

十勝マンゴー(白銀の太

陽)

北の屋台、モール温泉

スイーツ(六花亭、柳月、

クランべり－等）

ぶた丼

ばんえい競馬

幸福駅・愛国駅(旧広尾

線）

ビート資料館

十勝晴れ

ガーデン街道

農業景観(畑作風景、

カラマツ防風林）

(特産物ブランド） （サービス・食ブランド） (歴史・文化ブランド） (環境ブランド）

（地域ブランド）

１）北海道十勝地方の中心都市、人口16万人
２）十勝地方(19市町村)は畑作、酪農等で日本最大の食料基地
３）熱帯果樹マンゴーの栽培に成功、ブランド化へ (H23年~）
４）「北の屋台」(常設型屋台村）＝地産地消、中心市街地活性化、地元客と観光客の交流
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１）津軽平野南部の小規模農村、人口7,500人

産業は稲作中心の農業
「田んぼアートの里」で地域おこし

２）「田んぼアート」とは
・田んぼをキャンパスに見立て7色

10種類の稲を植え巨大な絵を描く
・H5年開始(日本初)
・展示期間 例年6月～10月
・来場者数 毎年30万人以上
・  5月 田植えイベント

10月 稲刈りイベント

３）全国田んぼアートサミット開催
参加２０団体
旭川市、奥州市、相馬市、行田市
越谷市、長浜市、南九州市など

（備考）H27年のアート作品「風と共に去りぬ」
県産ブランド米「晴天の霹靂」の苗を使用
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１）栃木県南西部の中堅都市、人口11万人

２）佐野ラーメン、厄除け大師、天明鋳物、アウトレッ
トモールなどで有名

３）「佐藤の会」とは
・R２年に発足
・「佐藤さんゆかりの地」聖地化プロジェクト

（佐野市総合戦略推進室）
・国内最多(全国200万人)の佐藤姓が対象
・佐藤姓の祖 藤原秀郷（平安期東国武士の祖）

「佐野」の「藤原」＝「佐藤」
・唐澤山神社（ご祭神・藤原秀郷の居城址）
・会員数 約2,900人、狙いは「関係人口」づくり

４）佐藤さんおもてなし隊
・佐野市を訪れた会員に特典、サービスを提供
・市内73団体（飲食、物販、サービスなど） (出典：佐野市ホームページ）



͍͎ʽ◕ › ὠτϢϥםʺ ӽУжрЖχ ϣΧˢ ᴎ◕ˣ

豊岡(城崎・出石)

コウノトリ育むお米(生

き物ブランド米)

豊岡鞄、出石焼

但馬牛、松葉ガニ

芸術文化観光専門職大学

城崎温泉、出石皿そば

コウノトリツーリズム(環

境学習）

豊岡演劇祭

重伝建地区(出石城下

町)

出石永楽館(芝居小屋)

コウノトリ共生事業

コウノトリ育む農法

世界ジオパーク

(特産物ブランド） （サービス・食ブランド） (歴史・文化ブランド） (環境ブランド）

（地域ブランド）

１）兵庫県但馬地域(日本海側)の中心都市、人口8万人
２）H17年に1市5町が合併、城崎・出石ブランドを承継
３）豊岡(コウノトリ共生）、城崎(温泉）、出石(城下町）、３地域ブランドのあり方とは 
４）Ｒ2年「豊岡演劇祭」開始、R3年「芸術文化観光専門職大学(県立)」開学
５）地域固有の資源 vs 演劇(？)
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１）特産物だけではなく、他の地域資源のブランド化にも取り組む

・特産物への取り組みが先行、突出しがち（ふるさと納税への対応など）

２）特に歴史・文化資源や環境資源の発掘とブランド化が重要

①地域イメージの向上に直結

②特産物のブランド力向上にも寄与

→良好な地域情報や物語性・メッセージ性の付与

③観光客誘致や関係人口づくりに貢献

３）多彩な個別ブランド群の構築が優れた地域ブランド形成へとつながる

・地元固有の地域資源を磨けば、地域全体の価値が高まる

・一方、地域に根差さない事物のブランド化は難しい

（終わりに） 「近者説 遠者來」≪近き者説(よころ)び、遠き者来る≫ 論語より
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